
(57)【要約】

【課題】　容易な操作で迅速に給水を開始できるように

する。

【解決手段】　水タンク１の吐水口１ａと給水先とを結

ぶ第１水路４の途中にポンプ５を設け、ポンプ５と吐水

口１ａとの間に第１切替バルブ６を設けて水源７と結ぶ

第２水路８を分岐し、水タンク１の内部に上方が開放さ

れた予備タンク２を設け、ポンプ５と第１切替バルブ６

との間に第２切替バルブ９を設けて予備タンク２の吐水

口２ａと結ぶ第３水路１０を分岐し、ポンプ５と給水先

との間に第３切替バルブ１１を設けて第１切替バルブ６

と第２切替バルブ９との間と結ぶ第４水路１２を分岐し

、第３切替バルブ１１と給水先との間に予備タンク２の

上方と結ぶ第５水路１３を分岐し、第５水路１３の途中

に開閉バルブ１４を設け、水タンク１に満水を検知する

満水センサー１ｂを設け、各バルブを自動制御する制御

手段を設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 タ ン ク の 吐 水 口 と 給 水 先 と を 結 ぶ 第 １ 水 路 の 途 中 に ポ ン プ を 設 け 、 ポ ン プ と 水 タ ン ク
の 吐 水 口 と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 に 第 １ 切 替 バ ル ブ を 設 け て 水 源 と 結 ぶ 第 ２ 水 路 を 分 岐 し
、 水 タ ン ク の 内 部 に 上 方 が 開 放 さ れ た 予 備 タ ン ク を 設 け 、 ポ ン プ と 第 １ 切 替 バ ル ブ と の 間
の 第 １ 水 路 の 途 中 に 第 ２ 切 替 バ ル ブ を 設 け て 予 備 タ ン ク の 吐 水 口 と 結 ぶ 第 ３ 水 路 を 分 岐 し
、 ポ ン プ と 給 水 先 と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 に 第 ３ 切 替 バ ル ブ を 設 け て 第 １ 切 替 バ ル ブ と 第
２ 切 替 バ ル ブ と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 と 結 ぶ 第 ４ 水 路 を 分 岐 し 、 第 ３ 切 替 バ ル ブ と 給 水 先
と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 に 予 備 タ ン ク の 上 方 と 結 ぶ 第 ５ 水 路 を 分 岐 し 、 第 ５ 水 路 の 途 中 に
開 閉 バ ル ブ を 設 け た 、 給 水 ポ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 水 タ ン ク に 満 水 を 検 知 す る 満 水 セ ン サ ー を 設 け 、 各 バ ル ブ を 制 御 す る 制 御 手 段 を 設 け 、
同 制 御 手 段 は 、 第 ２ 切 替 バ ル ブ の 第 ３ 水 路 側 と 第 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 １ 水 路 側 と 開 閉 バ ル ブ
を 所 定 時 間 開 放 さ せ る 第 １ 制 御 と 、 第 １ 切 替 バ ル ブ の 第 ２ 水 路 側 と 第 ２ 切 替 バ ル ブ の 第 ３
水 路 側 と 第 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 ４ 水 路 側 を 所 定 時 間 開 放 さ せ る 第 ２ 制 御 と 、 第 １ 切 替 バ ル ブ
の 第 ２ 水 路 側 と 第 ２ 及 び 第 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 １ 水 路 側 と 開 閉 バ ル ブ を 水 タ ン ク の 満 水 セ ン
サ ー が 検 知 す る ま で 開 放 さ せ る 第 ３ 制 御 と を 順 に 連 続 的 に 行 い 、 給 水 先 に 給 水 す る 際 は 第
１ 乃 至 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 １ 水 路 側 を 開 放 さ せ る と と も に 開 閉 バ ル ブ を 閉 鎖 さ せ る よ う に 制
御 す る も の で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 給 水 ポ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 散 水 機 を 備 え た 車 両 に 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 給 水 ポ ン プ 装 置 を 設 け た 、 散 水 車 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 河 川 ・ 池 ・ 水 槽 ・ プ ー ル ・ 地 下 水 等 の 水 源 か ら 汲 み 上 げ た 水 を 水 タ ン ク に 貯
水 し て 給 水 す る 給 水 ポ ン プ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 散 水 車 等 で 使 用 さ れ て い る 自 吸 方 式 水 ポ ン プ は 、 水 ポ ン プ 内 に 水 を 充 満 さ せ て 駆
動 し 、 水 路 内 を 排 気 し て 給 水 を 行 う も の で 、 排 気 は 水 ポ ン プ の 駆 動 だ け で 可 能 で あ る か ら
操 作 が 容 易 で 且 つ 低 コ ス ト で 実 施 で き る も の で あ る 。 し か し な が ら 、 水 ポ ン プ の 排 気 能 力
が 微 弱 で あ る か ら 排 気 に 長 時 間 を 要 す る と と も に 、 少 量 の 水 を イ ン ペ ラ ー の 高 速 回 転 で 攪
拌 す る か ら 水 ポ ン プ 内 の 水 温 が 上 昇 し 易 く 、 真 空 に 近 い 状 態 に な る と 水 ポ ン プ 内 の 水 が 沸
騰 し て 給 水 が 不 能 と な る 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 こ の 自 吸 方 式 水 ポ ン プ の 揚 程 は ４ ～ ５ ｍ 以
内 に 限 ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 水 タ ン ク 内 に 残 し た 水 を 排 気 に 利 用 す る 給 水 ポ ン プ 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の
技 術 は 、 水 タ ン ク 内 の 水 を バ ル ブ 操 作 で 逆 流 さ せ て 水 路 内 の 空 気 を 水 源 へ 排 気 し 、 そ の 後
バ ル ブ を 吸 引 側 へ 切 り 替 え て 給 水 を 行 う も の で 、 排 気 が 迅 速 に 行 え 、 揚 程 が ７ ～ ８ ｍ と 給
水 能 力 も 高 い も の で あ る 。 し か し な が ら 、 逆 流 す る た め の 十 分 な 水 量 （ ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ Ｌ
） を 水 タ ン ク に 予 め 残 し て お く 必 要 が あ る か ら 、 作 業 者 は 次 の 排 気 の た め に 水 の 残 量 を 常
に 確 認 し な が ら 散 水 等 の 作 業 を し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 逆 流 排 気 時 間 を 適 切 に 決 め な
い と 水 タ ン ク の 水 が 途 中 で 不 足 し た り 排 気 が 不 完 全 と な り 、 作 業 に 熟 練 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 エ ゼ ク タ に よ る 吸 引 積 込 方 法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） は 、 吸 引 ホ ー ス ・ 吸 引 回 路 内 の
排 気 能 力 が 速 く 、 地 面 か ら 水 面 ま で の 高 低 差 は ７ ｍ か ら ８ ｍ 近 く ま で 吸 引 積 込 が 出 来 る が
、 配 管 回 路 ・ 制 御 回 路 が 複 雑 で 有 り 、 高 価 な 散 水 車 と 成 っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ６ ８ ３ ５ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 従 来 の こ れ ら の 問 題 点 を 解 消 し 、 容 易 な 操 作 で 迅 速
に 給 水 を 開 始 で き る 低 コ ス ト の 給 水 ポ ン プ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 の 構 成 は 、
１ ） 　 水 タ ン ク の 吐 水 口 と 給 水 先 と を 結 ぶ 第 １ 水 路 の 途 中 に ポ ン プ を 設 け 、 ポ ン プ と 水 タ
ン ク の 吐 水 口 と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 に 第 １ 切 替 バ ル ブ を 設 け て 水 源 と 結 ぶ 第 ２ 水 路 を 分
岐 し 、 水 タ ン ク の 内 部 に 上 方 が 開 放 さ れ た 予 備 タ ン ク を 設 け 、 ポ ン プ と 第 １ 切 替 バ ル ブ と
の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 に 第 ２ 切 替 バ ル ブ を 設 け て 予 備 タ ン ク の 吐 水 口 と 結 ぶ 第 ３ 水 路 を 分
岐 し 、 ポ ン プ と 給 水 先 と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 に 第 ３ 切 替 バ ル ブ を 設 け て 第 １ 切 替 バ ル ブ
と 第 ２ 切 替 バ ル ブ と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 と 結 ぶ 第 ４ 水 路 を 分 岐 し 、 第 ３ 切 替 バ ル ブ と 給
水 先 と の 間 の 第 １ 水 路 の 途 中 に 予 備 タ ン ク の 上 方 と 結 ぶ 第 ５ 水 路 を 分 岐 し 、 第 ５ 水 路 の 途
中 に 開 閉 バ ル ブ を 設 け た 、 給 水 ポ ン プ 装 置
２ ） 　 水 タ ン ク に 満 水 を 検 知 す る 満 水 セ ン サ ー を 設 け 、 各 バ ル ブ を 制 御 す る 制 御 手 段 を 設
け 、 同 制 御 手 段 は 、 第 ２ 切 替 バ ル ブ の 第 ３ 水 路 側 と 第 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 １ 水 路 側 と 開 閉 バ
ル ブ を 所 定 時 間 開 放 さ せ る 第 １ 制 御 と 、 第 １ 切 替 バ ル ブ の 第 ２ 水 路 側 と 第 ２ 切 替 バ ル ブ の
第 ３ 水 路 側 と 第 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 ４ 水 路 側 を 所 定 時 間 開 放 さ せ る 第 ２ 制 御 と 、 第 １ 切 替 バ
ル ブ の 第 ２ 水 路 側 と 第 ２ 及 び 第 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 １ 水 路 側 と 開 閉 バ ル ブ を 水 タ ン ク の 満 水
セ ン サ ー が 検 知 す る ま で 開 放 さ せ る 第 ３ 制 御 と を 順 に 連 続 的 に 行 い 、 給 水 先 に 給 水 す る 際
は 第 １ 乃 至 ３ 切 替 バ ル ブ の 第 １ 水 路 側 を 開 放 さ せ る と と も に 開 閉 バ ル ブ を 閉 鎖 さ せ る よ う
に 制 御 す る も の で あ る 、 前 記 １ ） 記 載 の 給 水 ポ ン プ 装 置
３ ） 　 散 水 機 を 備 え た 車 両 に 前 記 １ ） 又 は ２ ） 記 載 の 給 水 ポ ン プ 装 置 を 設 け た 、 散 水 車
に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 給 水 後 に 水 タ ン ク の 水 を 使 い 切 っ て も 予 備 タ ン ク に 水 が 残 っ て い る か
ら 次 の 空 気 抜 き に 利 用 で き 、 作 業 者 は 残 り 量 を 確 認 す る こ と な く 給 水 作 業 で き る 。 ま た 、
予 備 タ ン ク の 容 量 は 従 来 技 術 と 比 較 し て １ ／ ３ ～ １ ／ ５ 程 度 で 済 み 、 少 量 の 水 で 確 実 に 排
気 し て 吸 引 積 込 で き る 。 特 に 制 御 手 段 で 各 バ ル ブ を 制 御 す る よ う に し た も の は 、 一 連 の 工
程 が 自 動 的 に 行 わ れ て 迅 速 且 つ 容 易 に 給 水 を 開 始 で き 、 操 作 に 熟 練 を 要 し な い 。 ま た 、 従
来 技 術 の エ ゼ ク タ 方 式 と 比 較 し て 吸 引 積 込 に 要 す る 時 間 は 同 程 度 な が ら 装 置 が 簡 易 な 構 造
と な り 、 低 コ ス ト で 実 施 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 各 バ ル ブ を 制 御 す る 制 御 手 段 を 設 け る と 、 一 連 の 工 程 が 自 動 的 に 行 わ れ て
迅 速 且 つ 容 易 に 給 水 を 開 始 で き 、 操 作 に 熟 練 を 要 し な い 。 切 替 バ ル ブ と し て は 、 電 動 式 ・
エ ア ー 式 の も の や 手 動 式 が 兼 用 で き る も の が 採 用 で き 、 少 な く と も ３ つ の ポ ー ト を 持 つ も
の が 使 用 さ れ る 。 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ ～ ６ に 示 す 実 施 例 は 、 本 発 明 の 給 水 ポ ン プ 装 置 を 散 水 車 に 適 用 し た 例 で あ る 。 図 １
は 実 施 例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 の 説 明 図 、 図 ２ は 実 施 例 の 制 御 回 路 の 説 明 図 、 図 ３ ～ ６ は 実 施
例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 中 、 １ は 水 タ ン ク 、 １ ａ は 吐 水 口 、 １ ｂ は 満 水 セ ン サ ー 、 ２ は 予 備 タ ン ク 、 ２ ａ は 吐
水 口 、 ３ は 給 水 部 、 ４ は 第 １ 水 路 、 ５ は ポ ン プ 、 ６ は 第 １ 切 替 バ ル ブ 、 ７ は 水 源 、 ８ は 第
２ 水 路 、 ８ ａ は ス ト レ ー ナ 、 ９ は 第 ２ 切 替 バ ル ブ 、 １ ０ は 第 ３ 水 路 、 １ １ は 第 ３ 切 替 バ ル
ブ 、 １ ２ は 第 ４ 水 路 、 １ ３ は 第 ５ 水 路 、 １ ４ は 開 閉 バ ル ブ 、 １ ５ は 制 御 回 路 、 １ ５ ａ は 押
し ボ タ ン ス イ ッ チ 、 １ ５ ｂ は リ レ ー 、 １ ５ ｃ ， １ ５ ｄ は タ イ マ リ レ ー 、 １ ５ ｅ は ヒ ュ ー ズ
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、 １ ６ は 散 水 機 、 １ ６ ａ は バ ル ブ 、 ａ ～ ｃ は 各 切 替 バ ル ブ の ポ ー ト 、 Ｗ は 水 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 水 タ ン ク １ の 吐 水 口 １ ａ と 給 水 部 ３
と を 結 ぶ 第 １ 水 路 ４ の 途 中 に ポ ン プ ５ を 設 け 、 ポ ン プ ５ と 水 タ ン ク １ の 吐 水 口 １ ａ と の 間
の 第 １ 水 路 ４ の 途 中 に 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ を 設 け て 水 源 ７ と 結 ぶ 第 ２ 水 路 ８ を 分 岐 し 、 水 タ
ン ク １ の 内 部 に 上 方 が 開 放 さ れ た 予 備 タ ン ク ２ を 設 け 、 ポ ン プ ５ と 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ と の
間 の 第 １ 水 路 ４ の 途 中 に 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ を 設 け て 予 備 タ ン ク ２ の 吐 水 口 ２ ａ と 結 ぶ 第 ３
水 路 １ ０ を 分 岐 し 、 ポ ン プ ５ と 給 水 部 ３ と の 間 の 第 １ 水 路 ４ の 途 中 に 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １
を 設 け て 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ と 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ と の 間 の 第 １ 水 路 ４ の 途 中 と 結 ぶ 第 ４ 水 路
１ ２ を 分 岐 し 、 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １ と 給 水 部 ３ と の 間 の 第 １ 水 路 ４ の 途 中 に 予 備 タ ン ク ２
の 上 方 と 結 ぶ 第 ５ 水 路 １ ３ を 分 岐 し 、 第 ５ 水 路 １ ３ の 途 中 に 開 閉 バ ル ブ １ ４ を 設 け 、 水 タ
ン ク １ に 満 水 を 検 知 す る 満 水 セ ン サ ー １ ｂ を 設 け 、 各 バ ル ブ ６ ， ９ ， １ １ ， １ ４ を 制 御 す
る 制 御 回 路 １ ５ （ 図 ２ 参 照 ） を 設 け て い る 。 各 切 替 バ ル ブ ６ ， ９ ， １ １ は ポ ー ト ａ ～ ｃ を
備 え た エ ア ー 方 式 の 三 方 ボ ー ル バ ル ブ で 構 成 し 、 開 閉 バ ル ブ １ ４ は 電 動 の 二 方 ボ ー ル バ ル
ブ で 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 例 で は 、 ポ ン プ ５ を 駆 動 後 に 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ １ ５ ａ を 押 す と リ レ ー １ ５ ｂ が
保 持 動 作 し て 電 流 が リ レ ー １ ５ ｂ か ら 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ ・ 開 閉 バ ル ブ １ ４ ・ タ イ マ リ レ ー
１ ５ ｄ ・ 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ へ と 流 れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 第 ２ 切 替 バ ル ブ ６ の ポ ー ト ｂ ， ｃ
と 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １ の ポ ー ト ａ ， ｂ と 開 閉 バ ル ブ １ ４ が 開 放 さ れ 、 水 Ｗ は 予 備 タ ン ク ２
か ら 第 ３ 水 路 １ ０ ・ 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ ・ 第 １ 水 路 ４ を 通 じ て ポ ン プ ５ に 吸 引 さ れ 、 第 ３ 切
替 バ ル ブ １ １ ・ 第 １ 水 路 ４ ・ 第 ５ 水 路 １ ３ ・ 開 閉 バ ル ブ １ ４ を 通 じ て 予 備 タ ン ク ２ へ と 流
れ て 循 環 す る 。 こ の 循 環 が 十 数 秒 間 継 続 し て ポ ン プ ５ か ら 給 水 部 ３ と の 間 の 第 １ 水 路 ４ と
第 ３ 水 路 １ ０ と 第 ５ 水 路 １ ３ と ポ ン プ ５ の 内 部 が 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 タ イ マ リ レ ー １ ５ ｃ が 設 定 さ れ た 時 間 に な っ て 作 動 す る と 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １ に
電 流 が 流 れ 、 図 ４ に 示 す よ う に 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ の ポ ー ト ｂ ， ｃ と 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ の ポ
ー ト ｂ ， ｃ と 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １ の ポ ー ト ａ ， ｃ が 開 放 さ れ 、 水 Ｗ は 予 備 タ ン ク ２ か ら 第
３ 水 路 １ ０ ・ 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ ・ 第 １ 水 路 ４ を 通 じ て ポ ン プ ５ に 吸 引 さ れ 、 第 ３ 切 替 バ ル
ブ １ １ ・ 第 ４ 水 路 １ ２ ・ 第 １ 水 路 ４ ・ 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ ・ 第 ２ 水 路 ８ を 通 じ て 水 源 ７ へ と
逆 流 す る 。 こ の 逆 流 が 数 秒 間 継 続 し て 第 ２ 水 路 ８ と 第 ４ 水 路 １ ２ の 内 部 が 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 タ イ マ リ レ ー １ ５ ｄ が 設 定 さ れ た 時 間 に な っ て 作 動 す る と 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ と 第
３ 切 替 バ ル ブ １ １ の 電 流 が 遮 断 さ れ 、 図 ５ に 示 す よ う に 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ の ポ ー ト ｂ ， ｃ
と 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ の ポ ー ト ａ ， ｂ と 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １ の ポ ー ト ａ ， ｂ が 開 放 さ れ （ 開
閉 バ ル ブ １ ４ は 常 時 開 放 さ れ て い る ） 、 水 Ｗ が 水 源 ７ か ら 第 ２ 水 路 ８ ・ 第 １ 切 替 バ ル ブ ６
・ 第 １ 水 路 ４ ・ 第 ２ 切 替 バ ル ブ ９ を 通 じ て ポ ン プ ５ に 吸 引 さ れ 、 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １ ・ 第
１ 水 路 ４ ・ 第 ５ 水 路 １ ３ ・ 開 閉 バ ル ブ １ ４ を 通 じ て 予 備 タ ン ク ２ へ と 流 入 し 、 予 備 タ ン ク
２ の 飽 和 し た 水 Ｗ が 水 タ ン ク １ 内 に 貯 水 さ れ る 。 水 タ ン ク １ 内 の 水 Ｗ の 水 位 が 上 昇 し て 満
水 セ ン サ ー １ ｂ が 検 知 す る と 、 リ レ ー １ ５ ｂ の 保 持 が 切 れ て 吸 引 積 込 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 吸 引 積 込 完 了 後 、 散 水 す る 際 は 図 ６ に 示 す よ う に 第 １ 切 替 バ ル ブ ６ の ポ ー ト ａ ， ｂ と 第
２ 切 替 バ ル ブ ９ の ポ ー ト ａ ， ｂ と 第 ３ 切 替 バ ル ブ １ １ の ポ ー ト ａ ， ｂ を 開 放 す る と と も に
開 閉 バ ル ブ １ ４ を 閉 鎖 し 、 水 Ｗ は 水 タ ン ク １ の 吐 水 口 １ ａ か ら 給 水 部 ３ を 通 じ て 散 水 機 １
６ の バ ル ブ １ ６ ａ ま で 達 し 、 バ ル ブ １ ６ ａ を 開 放 さ せ る と 水 Ｗ が 散 水 機 １ ６ か ら 散 水 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 に よ れ ば 作 業 者 は 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ １ ５ ａ を 押 す だ け で 一 連 の
工 程 が 自 動 的 に 行 わ れ て 迅 速 且 つ 容 易 に 給 水 を 開 始 で き 、 操 作 に 熟 練 を 要 し な い も の と な
っ た 。 ま た 、 散 水 後 に 水 タ ン ク １ の 水 Ｗ を 使 い 切 っ て も 予 備 タ ン ク ２ に 水 Ｗ が 残 っ て い る

10

20

30

40

50

(4) JP 2008-7994 A 2008.1.17



か ら 次 の 排 気 に 利 用 で き 、 作 業 者 は 水 Ｗ の 残 り 量 を 確 認 す る こ と な く 散 水 作 業 で き る よ う
に な っ た 。 ま た 、 予 備 タ ン ク ２ の 容 量 は 従 来 技 術 と 比 較 し て １ ／ ３ ～ １ ／ ５ 程 度 で 済 み 、
少 量 の 水 Ｗ で 確 実 に 排 気 し て 吸 引 積 込 で き る よ う に な っ た 。 ま た 、 従 来 技 術 の エ ゼ ク タ 方
式 と 比 較 し て 吸 引 積 込 に 要 す る 時 間 は 同 程 度 な が ら 装 置 が 簡 易 な 構 造 と な り 、 低 コ ス ト の
散 水 車 と な っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 給 水 ポ ン プ 装 置 は 、 散 水 車 ・ 消 防 車 ・ 路 面 洗 浄 車 ・ 工 場 の 給 水 装 置 等 に 利 用 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 制 御 回 路 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 の 給 水 ポ ン プ 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 　 １ 　 水 タ ン ク
　 　 　 １ ａ 　 吐 水 口
　 　 　 １ ｂ 　 満 水 セ ン サ ー
　 　 　 ２ 　 予 備 タ ン ク
　 　 　 ２ ａ 　 吐 水 口
　 　 　 ３ 　 給 水 部
　 　 　 ４ 　 第 １ 水 路
　 　 　 ５ 　 ポ ン プ
　 　 　 ６ 　 第 １ 切 替 バ ル ブ
　 　 　 ７ 　 水 源
　 　 　 ８ 　 第 ２ 水 路
　 　 　 ８ ａ 　 ス ト レ ー ナ
　 　 　 ９ 　 第 ２ 切 替 バ ル ブ
　 　 　 １ ０ 　 第 ３ 水 路
　 　 　 １ １ 　 第 ３ 切 替 バ ル ブ
　 　 　 １ ２ 　 第 ４ 水 路
　 　 　 １ ３ 　 第 ５ 水 路
　 　 　 １ ４ 　 開 閉 バ ル ブ
　 　 　 １ ５ 　 制 御 回 路
　 　 　 １ ５ ａ 　 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ
　 　 　 １ ５ ｂ 　 リ レ ー
　 　 　 １ ５ ｃ ， １ ５ ｄ 　 タ イ マ リ レ ー
　 　 　 １ ５ ｅ 　 ヒ ュ ー ズ
　 　 　 １ ６ 　 散 水 機
　 　 　 １ ６ ａ 　 バ ル ブ
　 　 　 ａ ～ ｃ 　 ポ ー ト
　 　 　 Ｗ 　 水
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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